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（１）地域・家庭における教育力の向上 

① 命を大切にする心をはぐくむ 〈115ページ〉 

○ 児童虐待の防止 

・児童福祉法に基づく要保護児童対策地域協議会として位置付けられる「児童問題連絡会」において民生児童 

委員等関係機関を対象とした研修会を実施。 

② 安全で安心な子育て環境づくり 〈173ページ〉 

○ 子育て運動の実施 

・ 子育て平和の日記念式典の開催 

開催日等 平成 22 年 9 月1 日 宗谷岬平和公園 

出席者 300 人 

・ 平和折り鶴祭の開催 

展示数 11 万 5 千羽 

・ 平和学習の充実（平和学習資料の配布、愛と平和を考える子ども会議 ほか） 

・ 子育て意識啓発（稚内市教育講演会、全市子育て運動交流研修会の開催） 

○ 青少年の健全育成の推進 

・ 街頭育成補導活動 

定例、特別街頭育成補導の実施（年 47 回 171 人参加） 

専任育成員による街頭育成補導活動 

・ ｢校外生活のめあて｣配布（配布数 市内小中高校生 4,733 人） 

・ 非行防止ポスター、標語の募集（ポスター72 点、標語99 点） 

・ 有害環境の浄化（有害図書類自動販売機及び取扱店立入調査 ほか） 

○ 学校支援地域本部事業 

・ スクールガードボランティア登録数（市内7 地区 765 人） 

・ 安全・安心マップ配布（市内小学校 469 枚） 

・ 各地区におけるスクールガードボランティア講習会（1 回） 

・ 稚内市スクールガードボランティア実践交流会（参加者 165 人） 

分野１ 教育・文化 

「心豊かな人と文化をはぐくむまちを目指して」
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③ 就学前児童の教育の充実 〈185ページ〉 

○ 私立幼稚園運営費補助金（7 幼稚園 9,121,000 円） 

○ 私立幼稚園就園奨励費補助金（7 幼稚園 56,646,260 円） 

[対象児童の状況（前期）] 

満 3 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合 計 

稚 内 ｶ ﾄ ﾘ ｯ ｸ 幼 稚 園 1 人 1 人 2 人 

稚 内 ひ か り 幼 稚 園 23 人 39 人 37 人 99 人 

稚 内 大 谷 幼 稚 園 17 人 15 人 21 人 53 人 

稚 内 富 岡 幼 稚 園 1 人 31 人 64 人 49 人 145 人 

稚 内 幼 稚 園 1 人 16 人 21 人 34 人 72 人 

稚 内 鈴 蘭 幼 稚 園 6 人 24 人 45 人 47 人 122 人 

萩 見 幼 稚 園 1 人 22 人 24 人 32 人 79 人 

年 齢 別 合 計 9 人 134 人 208 人 221 人 572 人 

［対象児童の状況（後期）］ 

満 3 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合 計 

稚 内 ｶ ﾄ ﾘ ｯ ｸ 幼 稚 園 1 人 1 人 2 人 

稚 内 ひ か り 幼 稚 園 23 人 39 人 36 人 98 人 

稚 内 大 谷 幼 稚 園 1 人 17 人 17 人 21 人 56 人 

稚 内 富 岡 幼 稚 園 2 人 32 人 65 人 49 人 148 人 

稚 内 幼 稚 園 1 人 15 人 22 人 34 人 72 人 

稚 内 鈴 蘭 幼 稚 園 8 人 26 人 45 人 47 人 126 人 

萩 見 幼 稚 園 2 人 22 人 24 人 32 人 80 人 

年 齢 別 合 計 14 人 136 人 212 人 220 人 582 人 

○ 幼稚園入園費助成事業 

・ 少子化対策事業として、子育て家庭に対する経済的負担の軽減を図るため、私立幼稚園入園費の 1/2（上限 

20,000 円）を助成した。 

助成児童数 268 人 

助成額 5,360,000 円



―354― 

（２）時代に即した学校教育の推進 

① 生きる力をはぐくむ教育 〈165・167・169ページ〉 

○ 特別支援教育支援員の配置 

・ 学校における生活や学習上の困難を有する児童生徒に対し、生活上の介助や学習指導上の支援を行った。 

・ 支援員 25 人 

・ 配置校 9 校 （中央小学校、南小学校、東小学校、潮見が丘小学校、港小学校、稚内中学校、東中学校、 

南中学校、宗谷中学校） 

○ 教育研究所の充実 

・ 多様化・複雑化している教育現場を支援するための調査・研究を行い、更なる教育の振興・発展のため事業 

を展開した。 

・ 学校教育指導員（2 人）、専任所員（1 人）の配置 

○ 教育相談事業・不登校対策事業 

・ 児童生徒の問題行動や不登校問題等の課題に対応した。 

・ 教育相談所に学校教育指導員（1 人）、補助員（1 人）を配置 

・ 適応指導教室に学校教育指導員（2 人）を配置 

・ 心の教室相談員を 4 中学校に配置 

○ 教育活動支援助手派遣事業（学生ボランティア派遣事業） 

・ 小学校及び中学校へ学生ボランティアを派遣し、学習指導及び不登校児童生徒への支援を行った。 

・ 登録者数 17 人 

・ 派遣学校数 5 校 

・ 派遣日数（延べ） 中央小学校3 日、 港小学校 4 日、 

潮見が丘中学校 12 日、 東中学校 33 日、西中学校 43 日 

○ スクールソーシャルワーカー活用事業（国からの委託事業） 

・ 問題を抱えた児童生徒に対し、そのおかれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用する 

など、多様な支援方法で課題解決への対応を図った。 

・ 配置校 2 校 （東小学校、潮見が丘小学校）
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② 確かな学力の定着 〈165・167・169・171ページ〉 

○ 少人数教育事業 

・ 市費採用教員 10 人 

・ 配置校 6 校（中央小学校、南小学校、東小学校、潮見が丘小学校、稚内中学校、潮見が丘中学校） 

・ 対象 小学校 1～2 年生 少人数学級 

小学校 3～6 年生 少人数指導 

中学校 1～3 年生 小中連携・一貫教育 

・ 成果 一人ひとりの状況に応じた、きめ細やかな指導や基礎基本の徹底による基礎学力の定着が図られた。 

○ 稚内市学力向上対策チーム会議の開催 

児童生徒の学力実態を把握し、学力の向上を目指した対応について検討や提案等を行った。 

・ 内容 子ども達の学力向上対策事業、授業力・学校経営力養成塾の開催など。 

・ 会議 4 回 

○ 科学文化鑑賞等事業 ※新規 

・ 児童生徒の科学への興味・関心を高めたり、文化・情操教育の向上を図るため、サイエンスショーや映画の 

鑑賞の機会を提供した。 

○ 学校図書館協力員の配置 

・ 学校図書館の環境整備や読書活動の推進を図った。 

・ 協力員を 9 小中学校に配置 

○ 夢広がる学校づくり推進事業 

・ 子どもたちが学校での学びや生活に喜びを感じるとともに、地域と学校に誇りと夢を持てる創意工夫に基づく 

特色ある学校運営に取り組んだ。 

○ 外国語指導助手の配置 

・ 小学校及び中学校全学校へ派遣し、英語教育の強化を図った。 

・ 外国語指導助手 2 人 

・ 小学校派遣日数・授業時数 154 日・362 時間 

・ 中学校派遣日数・授業時数 175 日・393 時間 

・ 市民講座 22 日 

○ 学力検査の実施 

・ 学力検査を実施し、各校の現状を分析し、指導方法の工夫・改善に向け取り組んだ。
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③ 社会の変化に対応した教育環境の整備 〈163・165・167・169・185ページ〉 

○ 学校評議員設置事業 

・ 開かれた学校づくりの推進と、学校がより地域と連携・協力しながら特色ある教育活動を発展させるため、評 

議員を配置 

・ 評議員 66 人 

○ 義務教育施設等の整備 

・ 小学校整備事業 南小学校整備工事、上勇知小学校整備工事、港小学校整備工事、潮見が丘小学校 

整備工事、旧曲渕小学校整備工事 

・ 中学校整備事業 南中学校整備工事、上勇知中学校整備工事 

・ 小学校維持管理事業 各学校防水改修工事、潮見が丘小学校燃料タンク改修工事、他各学校営繕工事 

・ 中学校維持管理事業 各学校防水改修工事、給食調理室給湯配管工事（増幌中、上下勇知中） 

他各学校営繕工事 

・ 教員住宅整備事業 教員宿舎新築工事（中央小学校） 

・ 東中学校整備事業 実施設計業務委託、地質調査等業務委託 

・ 富磯小学校整備事業 校舎改築工事、校舎解体工事 

○ 学校給食センターの設備更新 

・ 食缶洗浄機の入替え 1 台 

④ 高校・大学教育の振興 〈163ページ〉 

○ 稚内北星学園大学修学支援事業 （利子補給） 

・ 貸付枠 9 億 1,500 万円 （預託金の 5 倍） 

・ 利子補給率 1.225％ 

・ 貸付人員 47 人 （貸付額 49,800 千円） 

○ 大学育英金支給事業 （給付） 

・ 支給対象者 31 人 

○ 稚内北星学園大学整備支援事業 〔補助金、貸付金〕 

・ ネットワーク設備・教育用ＰＣなどの情報設備の更新に対して支援を行った。 

○ 稚内大谷高等学校振興費補助金 

・ 父母負担軽減助成金 @17,100 円×180 人（生徒数）＝3,078,000 円 

・ 私立学校振興費 5,850,000 円
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○ 奨学資金貸付事業 （高校就学に必要な資金の貸付） 

・ 貸付人員 58 人（新規 36 人、継続 22 人） 

※平成 21 年度から奨学金に加え、入学支度金も対象に拡大 

（３） 活気あふれる学びの場づくり 

① 学ぶ心の育成 〈171・173・175・177・179・181ページ〉 

○ 社会教育の推進 

・ 第7次稚内市社会教育中期計画に則り、推進方策並びに振興計画を遂行し、子育て運動を基本とした『地域 

力が育む』社会教育の推進に努めた。 

○ 少年団体の育成強化等 

・ 南極樺太犬慰霊祭（参加者 80 人） 

・ 南極樺太犬を偲ぶ子どもの国フェスティバル（参加者800 人） 

・ 稚内市シニアリーダースクール（参加者 9 人） 

・ 第 10 回十夢宗谷の自然探検学校（雨天中止） 

・ 稚内市子ども会スポーツ大会（参加者 90 人） 

・ 第 45 回稚内市新年子ども会かるた大会（参加者 43 人） 

・ 第 8 回宗谷管内子ども会かるた大会（小学生 3 チーム、中学生 1 チーム参加） 

○ 指導者養成事業 

・ かるた指導者講習会の開催（参加者 36 人） 

○ 地域指導者の活用 

・ 人材バンクの充実・有効活用（登録数 88 団体、指導者 69 人） 

○ 稚内学の開設 

・ 「稚内の野鳥・野生動物を学ぼう」 ほか 計 12 講座 

受講者 延べ 358 人、講師 8 名（うち 7 名地元在住） 

○ 市民講座の開設 

《前期》「プロから学ぼう！お菓子作り」 ほか 計 11 講座 受講者 123 人 

《後期》「天然酵母で簡単パン教室」 ほか 計 14 講座 受講者 157 人 

（前期、後期の合計） 計 25 講座 受講者 280 人
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○ 成人式典 成人出席者 306 人 （対象者 431 人） 

○ 出前講座 木工作、そば打ち、しめ飾り ほか 計 19 講座 受講者 499 人 

○ 高齢者大学の開講 

・ 楽生大学（声問地区） 11 講座 受講者延べ 190 人 

・ 長寿大学（宗谷地区） 10 講座 受講者延べ 47 人 

○ 休日における学校外活動事業の実施 

・ 教育委員会主催事業（11 回開催）の実施 

・ やさいクラブの開設（参加者：小学生 35 人、幼児8 人、親 32 人） 

○ 青少年の交流事業の支援 

・ 稚内北星学園大学・サハリン国立総合大学交流交換留学事業 

・ 太田市交流事業（フレンドシップ 2010） 受入 

事業内容 記念植樹、体験学習、ソーラン交流 ほか 

受入人数 83 人（小学生 68 人，中学生 8 人，サポーター7 人，指導者 7 人） 

・ 青少年交流体験事業 てっぺん風の子交流団 派遣 

事業内容 交流体験学習、ソーラン交流、歴史的建造物・産業の視察、記念植樹 

参加者 36 人 

・ 青少年交流体験事業 袖ヶ浦市派遣交流事業 

事業内容 南中ソーラン交流、子ども会議の開催 

参加者 19 人 

○ 移動巡回図書館、団体貸出の充実 

・ 運行日数 195 日 

・ ステーション数 38 ステーション（月 2 回） 

・ 利用者数 1,689 人（貸出冊数 6,045 冊） 

・ 移動図書館車更新 (平成 23 年 1 月より供用開始、2,500 冊積載) 

・ 団体利用者数 延べ 162 団体（団体貸出登録 46 団体） 

○ ブックスタート事業 

・ 毎月保健福祉センターで実施される7～8か月乳児健康相談に参加した親子に、絵本2冊、読み聞かせアド 

バイス集などの入った「ブックスタートパック」をプレゼント。 

（配布数 308 組）
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○ 図書資料の整備充実と読書啓発事業の展開 

〔利用状況〕 

平成 21 年度 平成 22 年度 

入館者数(開館日数) 160,412 人 ( 291 日) 220,729 人 ( 291 日) 

貸出図書数（市民一人年間冊数） 242,339 冊 (  6.21 冊) 233,134 冊 (  6.04 冊) 

総蔵書数(増加図書数) 184,954 冊 ( 11,212 冊) 195,263 冊 (9,381 冊) 

登録者数（増加登録者数） 19,211 人（1,287 人増） 20,541 人（1,352 人増） 

AV 視聴利用件数 5,195 件 5,396 件 

○ 図書館主催事業、資料展示などの展開 

・ 映画会 51 回開催 参加者 554 人 

・ 読み聞かせ 51 回開催 参加者 638 人 

・ 子ども読書週間 参加者 150 人以上 

・ 図書館フェスティバル 来場者 500 人以上 

・ 夏休みアニメ上映会 上映 49 タイトル 参加者延べ 300 人 

・ 国民読書年記念「きしだてんだいの絵本パフォーマンス」 参加者 120 人 

（(財)北海道文学館、(財)北海道教職員厚生会との共催） 

・ 読書感想文コンクール 応募 23 校 250 編 

・ 図書館まつり 参加者 500 人以上 

・ アイスキャンドル 2011｢夢あかり｣点灯式 参加者延べ 250 人以上 

・ 職場体験学習（公立学校教員初任者研修・10 年経験者研修、3 日間、13 人） 

・ インターンシップ等受入（大学 2 校、高校 5 校、中学校 5 校 計 11 校、31 人） 

○ 図書館ボランティア活動の支援 

・ ブックスタートボランティア ラッコの会（会員数 8 人） 

ブックスタート事業のボランティアとして、毎月保健福祉センターで実施される 7～8 か月乳児健康相談に 

参加した親子に、絵本の読み聞かせや子育ての相談に応じる活動を実施。 

・ わっかない図書館友の会（会員数 80 人） 

読み聞かせ、映画上映会、ハロウィンまつり、アイスキャンドル、図書館フェスティバル、図書館まつり、ロビ 

ーコンサート､図書館周辺の環境整備（花壇）などを実施。 

・ 声の図書館（会員 15 人） 

朗読ボランティアとして目の不自由な方たちに声の広報として、毎月2 回｢広報わっかない｣、生活情報とし 

て｢生活の広場｣や、リクエストに応じた朗読テープを作製、送付。 

・ 栞の会（会員9 人） 

朗読ボランティアとして目の不自由な方たちに、毎月 1 回北海道新聞「卓上四季」や、リクエストに応じた朗 

読テープを作製、送付。 

・ 朗読ボランティア若草（会員 7 人） 

朗読ボランティアとして目の不自由な方たちに、月 1 回対面朗読会を開催。
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・ わっかないアリスの会（会員 6 人） 

大人の方を対象とした絵本の読み聞かせ会を年 3～4 回開催。 

○ 学校図書館支援事業 

・ 学校図書データベース化整備 4 校(稚内中、稚内南中、稚内東中、潮見が丘中) 

・ 学校図書室の図書整備、データ整備支援 4 校(大岬小、宗谷小、富磯小、増幌小) 

・ 図書利用 15 校（貸出冊数 5,088 冊） 

○ 図書館蔵書管理システム等更新事業 

・ プロポーザル方式による蔵書管理システム並びに構成機器等の更新 

・ 蔵書並びに利用者データ量増加に伴う業務サーバー等の能力アップとセキュリティ強化 

・ メルマガやモバイル端末、携帯メール等、多様化するライフスタイルへのサービス強化 

○ 少年自然の家総利用者数 13,059 人 （前年度 13,496 人） 

・ 宿泊者数 10,484 人 （前年度 11,481 人） 

・ 日帰り者数 2,575 人 (前年度 2,015 人) 

○ 少年自然の家利用者内訳 

・ 各学校の研修 年間 45 団体 1,603 人 

・ 各学校の部活動 年間 59 団体 1,433 人 

・ 少年団等の研修 年間 109 団体 2,305 人 

○ 少年自然の家主催事業 

・ 自然クラブ (1 泊2 日) 年間7 回 270 人 

・ わんぱくチャレンジ （日帰り） 年間 5 回 179 人 

・ わくわく土曜日 （日帰り） 年間 3 回 96 人 

・ 本気で自然体験 （日帰り） 年間 3 回 58 人 

○ その他、少年自然の家の活動 

・ 各学童保育所の受け入れ 

4 団体 延べ 276 人 

・ 南極を学ぶ集いの実施 

2 月 19 日 31 人 （一般募集及び自然クラブ員で実施） 

・ 大学生ボランティアの受入れ 

北星学園大学ボランティアサークル「こがくぼ」の受入れ 

主催事業「わんぱくチャレンジ」の企画及び運営への参加・協力 

5 回 学生 延べ 40 人
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・ スポーツ合宿の受け入れ 

11 団体 258 人 延べ 2,221 人 

○ 青少年科学館入館者数 17,582 人（前年度比 6.9％増） 

（うち年間パスポート利用者延べ 885 人） 

○ 青少年科学館 天文普及事業 

・ 市民天体観望会 年4 回開催 参加者 65 人 

〔当初開催予定 12 回のうち、天候不良により 8 回中止〕 

・ 移動天体観望会 年3 回開催 参加者 95 人 

・ 天文現象観望会 年1 回開催 参加者 27 人 

・ プラネタリウム学習 随時開催（利用校数 14 校、541 人） 

○ 青少年科学館 サイエンススクール事業 

・ サイエンススクール 年 8 回開催 参加者 120 人 

・ キッズチャレンジ 年1 回開催 参加者 40 人 

・ シニア・サイエンス 年 3 回開催 参加者 20 人 

・ オープンだ！サイエンス 年度開館時開催 参加者 319 人 

○ 青少年科学館 プラネタリウム事業 

・ プラネタリウム一般投影 入場者 5,824 人 

・ 星空と音楽の夕べ 4 回開催 参加者 41 人 

・ 星空、夢の贈りもの 1 回開催 参加者 19 人 

○ 青少年科学館 特別展事業 

・ 南極展 7 月 24 日～9 月 5 日 入場者 5,468 人 

○ 水族館入館者数 37,493 人（前年度比 10.1％増） 

（うち年間パスポート利用者延べ 1,474 人） 

○ 水族館 夏期開館式 

・ 開館日 4 月 29 日（木） 

・ 入館者 565 人（大人 314 人、小人 251 人） 

・ 入館者（先着 300 人）に記念品を配布
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○ 水族館夏期開館時間の延長 

・ 開館時間を 19 時までとし、2 時間の延長を実施。 

・ 実施期間 8 月6 日～8 月 16 日 

・ 時間延長による入館者 120 人（大人 87 人、小人 21 人、幼児 12 人） 

○ 水族館飼育体験学習 

・ ペンギン、アザラシの飼育、給餌体験を通して動物とのふれあい（体験校 10 校、生徒数 28 人） 

○ 水族館サマースクールの実施 （青少年科学館と共同） 

・ ペンギン、アザラシの給餌、アザラシ池の清掃、夜の水族館の探検 

・ 実施日 8 月 5 日～6 日（2 日間） 

・ 参加者 17 人（小学校 4 年生～6 年生対象） 

② 芸術・文化活動の普及・促進 〈175ページ〉 

○ 稚内市民文化祭 

・ 書道展／俳句大会／盆栽展／華道展／茶会／あぽろん展／菊花展／短歌大会／川柳大会／美術展／舞 

台発表 ほか 

○ 文化事業（主催、共催、後援事業） 

・ 陸上自衛隊北部方面音楽隊サマーコンサート 

・ 第 48 回北海道吹奏楽コンクール稚内地区予選及び第 32 回稚内地区吹奏楽祭 

・ 第 49 回稚内市民文化祭 

・ 第 9 回ＳＯ－ＹＡ夢コールコーラス発表会 

・ 第 33 回稚内地区管楽器ソロコンクール・第 32 回稚内地区アンサンブルコンクール 

・ 鼓動ワン・アースツアー2010 

・ 日ユ協会稚内支部創立 50 周年記念公演ロシア民族アンサンブル「火の鳥」 

・ 稚内映画を観る会 

・ 第 22 回ＭＯＡ観術館稚内児童作品展 

・ 平成 22 年度高文連道北支部音楽発表会 

・ 第 50 回稚内地区音楽大行進 

・ 稚内支部創立 45 周年・國房会 20 周年記念吟詠吟舞交流会 

・ あじさいコーラス追悼コンサート 

・ 平成 22 年度高文連道北支部書道展・研究大会 

・ 高文連道北支部写真展・研究大会 

・ 稚内商工高等学校吹奏楽部定期演奏会 

・ 第 29 回稚内市名士カラオケ歌謡祭 

・ 稚内子供クラシックバレエサークルプﾘｴ発表会



―363― 

・ 第 54 回宗谷管内書初め書道展 

・ 2010 年度第 63 回宗谷管内児童生徒美術展 

・ 第 6 回ウィンターコンサート 2010 

・ 第 45 回わっかない市民かるた大会 

・ こどもたちによる音楽物語「ピーターと狼」 

・ 北・北海道岳風会設立1 周年記念吟道大会 

・ 第 44 回高文連道北支部美術展・研究大会 

・ 平成 22 年度稚内子ども劇場例会鑑賞活動 

・ ＭＴＣ小さな音楽家たちのコンサート 

・ 第 14 回全日本下の句歌留多稚内大会 

③ 生涯スポーツの推進 〈181・183・185ページ〉 

○ 市民スポーツ活動促進事業 

・ 久我 宏氏に対しスポーツ賞を贈呈 

・ 早見純二氏、青木秀直氏に対しスポーツ奨励賞を贈呈 

・ 日本最北端平和マラソン大会（参加者 1,251 人） 

・ 日本最北端平和駅伝大会（19 チーム、参加者 121 人） 

・ 体力づくり強調月間事業（年齢別体力測定事業） 2 回（参加者 61 人） 

・ ニュースポーツの普及・啓発 

冬季巡回ニュースポーツ事業（5 会場、参加者 114 人） 

宝来地区いきいき健康講座（バッコ―他）（5 回、参加者 30 人） 

保健学級（バッコ―他）（参加者 30 人） 

ニュースポーツ用具の貸出（36 件、使用延人数 2,531 人） 

・ ウォーキング事業 

歩こう会 2 回（参加者 60 人） 

ナイターウォーキング 4 回（参加者 196 人） 

大歩こう会（参加者 36 人） 

・ 市民早起き歩こうラジオ体操会（28 町内会で実施） 

・ 各種市民スポーツ活動促進事業 

ジュニアスポーツ教室（登録者数 266 人） 

親子スポーツ教室（26 組） 

友好都市（石垣市）スポーツ交流事業（参加者 16 人） 

・ （財）稚内市体育協会への事業補助 

スポーツ少年団育成事業（25 少年団） 

種目別研修会 （4 回 260 人参加） 

指導者育成派遣事業 （7 団体） 

スポーツ指導者研修会（101 人参加）
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・ スポーツ大会助成事業 

バレーボールクラブカップ選手権大会他 2 大会 

○ スポーツ施設の整備と運営 

・ 備品購入（ﾗｸﾞﾋﾞー ｺﾞー ﾙﾎﾟｽﾄ 1 式・公認柔道畳 160 枚、畳格納ﾊﾟﾚｯﾄ・12 台・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｱｰﾑｶｰﾙﾊﾞー 1 式） 

・ 整備工事 

総合体育館～屋根防水工事、ｳｲﾝﾄﾞｳｵﾍﾟﾚｰﾀｰ取替、消化栓ﾎﾟﾝﾌﾟ呼水槽修繕、富士見球技場外野 

ﾌｪﾝｽ撤去工事、同照明設備改修 

緑体育館～屋根改修工事 

大沼球場～大沼第 2 球場排水改善工事 

水夢館～競泳ﾌﾟー ﾙ循環ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀｰ取替 

○ スポーツ施設利用状況 

施 設 名 利用者数 

総合体育館 42,164 人 

市体育館 18,177 人 

緑体育館 20,653 人 

スポーツセンター （カーリング場、弓道場、アーチェリー場） 2,904 人 

野球場 （大沼球場、市営球場、緑球場、若葉球場） 40,206 人 

球技場 （富士見球技場、若葉球技場） 8,038 人 

ノシャップソフトボール場 505 人 

庭球場 （緑庭球場、宝来庭球場） 1,707 人 

スキー場 （こまどりスキー場、上勇知スキー場） 29,520 人 

東スケートリンク 3,455 人 

パークゴルフ場 （こまどりパークゴルフ場、ノシャップ公園パークゴルフ場） 37,564 人 

坂の下海水浴場 1,406 人 

学校体育館開放 （東小、南小、潮見が丘小、中央小、港小） 17,523 人 

水泳プール （東・南・潮見が丘・沼川水泳・上勇知各水泳プール、水夢館） 100,635 人 

（うち温水プール水夢館） （94,358 人）
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④ 歴史の継承と文化財の保護・保存 〈175・177ページ〉 

○ 「稚内学」ＣＤの作成 

・ 郷土について学習するための基礎となる情報を収集・整理してデータベース化したもの（ＣＤ）を作成し、 

希望者に配布した。 

○ 北方記念館入館者数 19,887 人 

・ 「伊能大図」北海道部分（縮尺 1/2）の展示、企画展「林蔵の足跡をたどる」の開催 

○ 旧瀬戸邸市民見学会・フォーラムの開催


